
築港課・苫小牧港湾事務所

５月１９日（土）、全国の港湾で初めてとなる農水産物輸出促進を目的とした屋根付岸壁が完成したことから、苫小牧港西港区岸
壁内において、苫小牧港西港区汐見地区屋根付岸壁（第１期）供用式典を開催しました。
式には、国会議員、北海道知事（代理：交通企画監）、北海道議会議員、苫小牧市長、増毛町長、枝幸町長（代理：水産商工課長）、
苫小牧漁業協同組合代表理事組合長、地元関係者、国土交通省本省、北海道開発局など約９０名が出席しました。

苫小牧港西港区汐見地区屋根付岸壁（第１期）が完成しました

【屋根付岸壁の整備効果】
・カモメなどの鳥害や異物混入、日射等を防ぐことで水産品の品質確保
・風を防ぐことで、船舶係留の安全性が向上
・風や雪を防ぐことで、施設利用者の就労環境が改善
・（計画的な老朽化対策の実施）物揚場施設が延命化

テープカットを行い供用開始を祝いました

高品質な水産品の効率的な流通体制の確保により
水産品の輸出拡大に貢献します


